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小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
26

宮 

前 

遺 

跡

― 

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
平
安
時
代
の
集
落
と
中
世
の
遺
構
群 

―

　

約
四
十
五
年
前
、
園
部
川
を
臨
む

羽
鳥
の
住
宅
建
設
現
場
に
て
、
高
さ

三
〇
㎝
ほ
ど
の
「
灰
色
の
土
器
」
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
の

美
野
里
町
に
寄
贈
さ
れ
て
、
美
野
里
町

公
民
館
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
土
器
は
、
肩
部
と
胴
部
下

半
に
紐ひ
も

通
し
の
穴
が
あ
く
耳
を
も
っ
た

「
須す

え

き

恵
器
双そ

う

じ耳
瓶へ
い

」
で
す
。
も
と
も
と

は
、
水
な
ど
の
液
体
入
れ
る
土
器
で
し

た
が
、「
蔵ぞ

う

骨こ

つ

き器
」
と
し
て
転
用
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
中

に
は
火
葬
し
た
骨
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
海
地
方
の
「
双
耳
瓶
」
と
土
器
に

使
わ
れ
た
粘
土
や
形
態
な
ど
が
類
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
中
ご
ろ
に

東
海
地
方
の
窯
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す(

佐
々
木 

一
九
九
四)

。

　

平
成
二
十
六
年
、
羽
鳥
宿
張
星
線
道

路
改
良
工
事
に
伴
っ
て
、
前
述
の
「
双

耳
瓶
」
が
発
見
さ
れ
た
羽
鳥
字
宮
前
に

て
試
掘
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
古
墳

時
代
の
住
居
跡
や
中
世
の
遺
構
群
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
小
字

名
を
と
っ
て
、「
宮
前
遺
跡
」
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
八
〜
十
一
月
に
か
け

て
実
施
し
た
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳
時

代
の
住
居
跡
三
軒
、
奈
良
平
安
時
代
の

住
居
跡
一
軒
、
中
世
の
遺
構
群
で
は
、

地ち

か

し

き

こ

う

下
式
坑
七
基
、
方
形
竪
穴
遺
構
六
基
、

井
戸
七
基
、
柵
列
四
条
、
掘
立
柱
建
物

跡
一
棟
、
溝
八
条
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
遺
跡
の
主
体
は
、
溝
に
よ
っ
て

区
画
さ
れ
た
十
五
世
紀
前
半
期
の
遺

構
群
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　

地
下
式
坑
と
は
、
出
入
り
口
で
あ
る

竪
穴
を
掘
っ
て
、
そ
の
底
か
ら
横
穴
を

掘
っ
て
空
間
を
造
っ
た
施
設
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
本
来
は
天
井
が
あ
り
ま
す

が
、
調
査
時
に
は
崩
落
し
て
い
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
施
設
の
用
途

は
、
墓
と
い
う
説
や
、
食
料
な
ど
を
保

存
す
る
貯
蔵
庫
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

十
六
世
紀
、
宮
前
遺
跡
周
辺
の
「
羽

鳥
の
村
」
は
、
小
田
氏
一
族
の
宍し

し

ど戸
氏

が
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
十
六

世
紀
半
ば
以
降
、
小
田
氏
の
勢
力
が
衰

退
す
る
と
と
も
に
宍
戸
氏
は
佐
竹
氏
の

配
下
の
武
将
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
羽

鳥
駅
の
南
側
に
は
、
方
形
居
館
で
あ
る

羽
鳥
館
跡
が
所
在
し
て
お
り
、
城
主
は
、

小
田(

羽
鳥)

刑ぎ
ょ
う
ぶ部 

治は
る
な
お直

と
さ
れ
て
い

ま
す
。
宮
前
遺
跡
は
、
井
戸
や
地
下
式

坑
な
ど
生
活
に
直
結
し
た
遺
構
が
あ

り
、
北
東
七
〇
〇
ｍ
に
所
在
す
る
羽
鳥

館
と
関
連
性
が
窺
う
か
が

え
る
城
館
遺
跡
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

双
耳
瓶
な
ど
の
宮
前
遺
跡
の
出
土
品

は
、
玉
里
史
料
館
で
開
催
さ
れ
る
ケ
ー

ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
「
発
掘
調
査
お
み
た

ま
」
に
て
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会　

期

　

六
月
四
日（
土
）〜
七
月
三
十
一
日（
日
）
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